長崎県サッカーミドルリーグ規約
　　　　　　第１章　　総　　則

第1条 このリーグは（一社）長崎県サッカーミドルリーグと称する。（略称Ｎ.Ｓ.M.Ｌとする。）

第2条 このリーグは（一社）長崎県サッカー協会の統轄を受ける。

第3条 このリーグは県南地区TOP，ENJOY、県北地区TOPの３グループで構成される。

第4条 このリーグの事務局は，運営委員長宅に置く。

　　　　　　第２章　　目　　的

第5条 このリーグは加盟チームの相互の切磋琢磨により長崎県下サッカー界の水準向上を期し，あわせてサッカー競技の普及につとめると共にサッカーを通して相互の親睦をはかり，よき社会の形成者となることを目的とする。

　　　　　　第３章　　事　　業

第6条 このリーグは第４条の目的を達成するため次の事業を行う。

１　長崎県サッカーミドルリーグ戦の実施
２　サッカー技術の研究および指導

３　その他（一社）長崎県サッカー協会の目的達成に必要な事業

第４章　　組　　織

第7条 この組織は，（一社）長崎県サッカー協会の加盟団体で組織する。

なお，加盟チームは第４条の目的を達成するために必要な条件を備えたチームでなければならない。

第8条 このリーグの参加資格は，長崎県サッカー協会で承認を得たチームである。

　　　　　　第５章　　役　　員

第9条 このリーグに次の役員（運営委員）を置く。

　　　　　　　会　　　長（県協会専務理事長）　１　名

　　　　　　　参　　　与　　　　　　　　　　　若干名

　　　　　　　リーグ委員長（１種委員長）　　　１　名

　　　　　　　リーグ運営委員長　　　　　　　　１　名

　　　　　　　各部運営委員長　　　　　　　　　各１名

　　　　　　　一種委員会運営委員　　　　　　　若干名

　　　　　　　リーグ審判委員長　　　　　　　　１　名

　　　　　　　各部審判委員長　　　　　　　　　各１名

　　　　　　　一種委員会リーグ担当者　　　　　若干名
監　　　査　　　　　　　　　　　２　名

第10条 リーグ委員長は県サッカー協会１種委員長とし，リーグ運営委員長は、運営委員から選出する。但し、他の役員を兼務しても良い。リーグ委員長はこのリーグを代表して業務を総括する。リーグ運営委員長はリーグ委員長を補佐しリーグ委員長事故あるときはこれを代表する。

第11条 リーグ運営委員長は、運営委員会の各種事案に対して最終の決定権を持つ。

第12条 運営委員は加盟各チームの代表および（一社）長崎県サッカー協会が選出した役員で構成し，リーグの運営にあたる。

第13条 （一社）長崎県サッカーミドルリーグ運営委員会は、リーグ委員長、リーグ運営委員長、リーグ審判委員長、1種委員会リーグ担当者で構成する。

第14条 会計および運営委員はリーグの運営にあたる。監査は運営委員会より依頼する。リーグ運営委員長は，運営委員会の決議に従い業務を執行し，会計は会計業務を執行する。監査は，業務ならびに収支の状況を監査する。

第15条 役員の任期は４月１日より翌年の３月３１日までの１年間とする。但し，再任を妨げない。

　　　　　　第６章　　会　　議

第16条 長崎県サッカーミドルリーグ運営委員会は次の事項を審議し決定する。

１　事業計画
２　予算ならびに決算
３　本規約の改廃
４　その他決議を要する重要な事項
第17条 運営委員会は年1回リーグ委員長またはリーグ運営委員長が召集する。但し，委員長またはリーグ運営委員長が必要と認めたとき，または委員の三分の一以上が委員会開催の理由を示して請求したときは，委員長は臨時に運営委員会を召集しなければならない。

第18条 運営委員会は委員総数の半数以上が出席しなければ開会することが出来ない。委員会に出席できない委員は責任ある立場の代理人を指名し表決を委任することができる。

第19条 総会

１　役員の推挙ならびに選出

２　予算ならびに決算の承認

３　本規約の改廃の承認

４　その他決議を要する重要な事項

第20条 総会は、年１回リーグ委員長またはリーグ運営委員長が召集する。但し，委員長またはリーグ運営委員長が必要と認めたとき，またはリーグのチームの三分の一以上が総会開催の理由を示して請求したときは，委員長は臨時に総会を召集しなければならない。

　　　　　　

　　　　　　第７章　　会　　計
第21条 このリーグの加盟団体は別に定める参加費を納入する。

第22条 このリーグの経費は次に掲げるもので支弁する。

１　参加費

２　寄付金

３　その他の収入

第23条 この連盟の会計年度は毎年４月１日に始まり翌年の３月３１日に終わる。

　　　　　　第８章　付　　則

第24条 本規約に基づくリーグの運営は別に定める運営要綱によることとし，運営委員会及び総会の決議によらない限り改廃することはできない。また改廃した場合には，（一社）長崎県サッカー協会へ報告する。

運　　営　　要　　綱
１　　会　　計

　１－１　　加盟チームは，指定された期日までに参加費を会計に納入する。

　　　　　　参加費は6千円とする。　ボールはモルテン製６千円を購入とする。　　　　　

　１－２　　運営委員会は当該年度の予算および前年度の決算を作成し、長崎県サッカー協会に提出する。

　１－３　　収　　入

（1） 参加費

（2） 寄付金

（3） その他の収入

（4） 繰越金

　１－４　　支　　出

（1） 事務用品費

（2） 通信費

（3） 会議費

（4） 印刷代（プログラム・事務連絡その他）

（5） 大会グラウンド使用料

（6） 大会審判料

（7） 運営委員長通信費
（8） 大会補助金
（9） その他
２　　選手資格

　２－１　　（公財）日本サッカー協会制定の登録規定に基づいて登録された加盟団体の第１種登録選手。追加登録選手については，日本協会への登録手続きが完了した段階で試合に出場することが出来る。但し、電子選手証（写真が登録されたもの）は印刷し提示したもの以外は認めない。
　２－２　　選手証は必ず電子選手証（写真を登録したもの）を印刷したものを提示する事。それ以外の選手登録一覧などでは試合の出場を認めない。
　２－３　　試合前に選手証を必ず本部に提出する事とする。
２－４　　資格について疑義が提出されたときは運営委員会で審議する。
２－４　　平成30年度よりシニア登録選手の出場を認める。但し登録に際し１人700円の参加料を別途リーグ委員長まで支払う事。
　２－５　　外国人選手の登録も認める。
３　　登　　録

　３－１　　前項の資格を有する選手の登録人数は制限されていない。但し，外国人選手の試合出場は１試合について３名までとする。

　３－２　　登録は規定フォームに入力のうえ県リーグ運営委員長に提出すること。

　３－３　　ユニフォームには背番号をつけ色彩の異なるものを２種類登録すること。ユニフォームは、（公財）日本サッカー協会のユニフォーム規定に基づく物であり、審判員が通常着用する黒色と明確に判別し得るものでなければならない。紺色や灰色などは事前に運営委員会の許可を必要とする。
　３－４　　各チームは、平成２８年度より審判員を以下の規定に応じて登録しなければリーグに参加できないものとする。但し、新規登録チームは、年度内に研修会に参加し資格を得なければならない。
　　　　　　　　　　4級以上の審判員　３名

　　　　　　　　　　　　　　
４　　競技規則

　４－１　　競技規則は、当該年度の（公財）日本サッカー協会競技規則による。
　４－２　　競技規則の改正があった場合は、翌４月以降の試合で適用する。
５　　組合せおよび日程
　５－１　　開幕の日程は、県リーグ運営委員長が決定し、各部のリーグの日程は、総会において各部のチームの会議によって決定する。各部運営委員長はリーグ開始に当たり組合せおよび日程を決定する。

　５－２　　日程の変更は原則として認めない。やむを得ず日程の変更を必要とする場合は，当該試合の３０日前までにリーグ委員長またはリーグ運営委員長に日程変更許可願いを提出し，運営委員会の決議によって許可を得た後，試合日程を変更する。その際、許可を得たチームがリーグ委員長またはリーグ運営委員長及び当該リーグの構成チーム全てに連絡をすること。
５－３　　変更した日程については、原則予備日に行うこと。それ以外の日程で行う場合は、相手チームに必ず許可を得ること。
５－４　　緊急を要する理由が発生した以下の場合は、３０日を切っている場合でもリーグ委員長が判断し延期を決定する。
　　　　　　・天災、災害

　　　　　　・交通機関の混乱
　　　　　　・上位大会への出場

　　　　　　・公務

・その他

５－５　　試合の延期は、最終試合の１ヶ月前までとする。１ヶ月をきった日程の試合は、延期できない。

５－６　　延期した試合を消化できなかった場合は、両チームとも勝ち点－２とする。ただし、相手チームが延期を了承していない場合は、棄権試合とする。

５－７　  ４－２の規定を守らずに日程変更した場合は、下部リーグへ降格とする。その後の試合は、棄権試合として処理する。
６　　審　　判

６－１　　主審については，４級以上とする。（３級以上ならなお良い。）
６－２　　副審については，各部帯同審判員とする。無資格者の審判員で行った試合は、再試合とする。その場合の経費は違反を起こしたチームが負担する。違反を起こしたチームは、１０－３と同様とする。
　６－３　　帯同審判員は，審判証を本部へ提出しワッペンを着用すること。

６－４　　審判報告書には、主審副審すべてに名前を記入するように本部は確認する。

６－５　　審判員の経費は、規定を設けない。

　６－６　　各試合、帯同で第４の審判を行う。
７　　規律・フェアプレー委員会

　７－１　　本リーグは規律・フェアプレー委員会を設ける。規律・フェアプレー委員会は、日本サッカー協会の規定に基づき選手及びチームの違反を協議し、懲罰を下す決定機関とする。なお、重大な違反があった場合は、（一社）長崎県サッカー協会の規律・フェアプレー委員会に報告し、そこで協議を行うものとする。
　７－２　　規律・フェアプレー委員会のメンバーは、リーグ委員長，リーグ運営委員長，リーグ規律委員長、当該各部のチームの代表者とする。

　７－３　　試合中退場があった場合（警告の累積以外）当番チームの運営委員は、事情聴取を行い規律委員会に報告しなければならない。
８　　表　　彰

　８－１　　各地区１位を表彰し，優勝チームには優勝カップを授与する。

　８－２　　各地区の得点王を表彰する。
　
９　　義　　務

　９－１　　県南地区TOP 1位,2位、県北地区TOPの１位,2位は長崎県サッカーミドルリーグ決勝大会へ出場する義務を負う。
10　　罰　　則

　10－１　　棄権したチームは勝点を－２点とし試合の結果を０対３とする。但し，不可抗力と認めた場合には再試合を行う。なお，棄権したチームは次の試合の帯同審判として２名を準備すること。

　10－２　　リーグ期間中に試合を行うことが出来なかったチームは，その試合を棄権とみなす。

　10－３　　運営および試合において問題となる行為があった場合は、規律委員会にて審議し、処罰を決定する。

11　　プログラム

　11－１　　プログラムはリーグ開始前に運営委員会で作成し，各チーム宛必要部数を送付する。

　11－２　　プログラムの内容は運営委員会にて決定する。

12　　試　　合

　12－１　　形　式

　　　　　　県南地区は【TOP】6ﾁｰﾑ、【ENJOY】６ﾁｰﾑに分かれ総当り方式にて行う。
県北地区は【TOP】６チームで総当り方式にて行う。
　12－２　　時　間

　　　　　　試合時間については各地区６０分間とする。

　12－３　　選手交代

　　　　　　事前に交代要員を主審に通告しなければならない。

交代登録数の上限は設けない。
　　　　　　一度退いた選手が再び出場する事を認める。

　12－４　　順位決定

　　　　　　試合の勝者には勝点３点，引き分けには１点，敗者には０点が与えられ，勝点の多い順に順位を決定する。但し，勝点合計が同点の場合は以下の順序により決定する。

（1） 得失点差

（2） 総得点
（3） 当該チームの対戦成績
（4） 抽選

　12－５　　使用球

（1） （公財）日本サッカー協会競技規則に準じたボールとする。
（2） ボールは、株式会社モルテン製とする。

（3） ボールは運営委員会で準備する。

（4） 試合球は、運営委員会で準備されたボールを対戦チームで出し合う。試合中ボールが紛失した場合は対戦チーム同士の責任とする。

　12－６　　警告の累積

　　　　　　警告の累積は行う。警告は各部運営委員長が集計する。警告の累積が２になった場合は，次の１試合の出場を停止する。２度目以降は、２試合とする。
　12－７　　退　場

　　　　　　試合中退場を命じられた選手は次の試合の出場を禁じ，以降の試合の出場については，（一社）長崎県サッカーリーグの規律・フェアプレー委員会の決定に従うものとする。
　　　　　　２度目の以降の退場は、２試合の出場を禁止する。以降の試合の出場については，（一社）長崎県サッカーミドルリーグの規律・フェアプレー委員会の決定に従うものとする。
13　　新規参入チーム
　13－１　　新規参入チームは、１種委員会の審査を受けなければならない。
　13－２　　参入の条件として以下の事項を条件とする。
（1） リーグ規約を遵守できること。
（2） 他のチームに迷惑をかけない運営ができること。

（3） 下部リーグに参入することに異議を唱えないこと。

（4） 下部のチームから参入を許可されること。

　13－３　　新規参入チームが運営等に不備があったり、規約を守れない場合は、県ﾐﾄﾞﾙリーグに次年度参加を認めない。
14　　入替

　　　　　　県南地区はTOP６位とENYOY１位の話し合いにより入替を行うかを決定する。ただし片方が同意しなければ入替戦を実施し勝者が決定権を得る。
　　　　　　
15　　試合運営

　15－１　　試合の運営にあたっては，試合当日の当番チームの運営委員によって行う。

　15－２　　各会場の当番チームは試合開始される６０分前にグランドの準備（ライン引き，コーナーフラッグ立て等）を完了しておくこと。また，後片付けも割り当てられたチームで行うこと。

　15－３　　メンバー表の提出は試合開始６０分前に所定のメンバー用紙に記入して提出する。

　15－４　　当番チームは、常に本部に常駐し記録等に努める。ただし、最終試合には、前試合のチームが代理で担当する。
15－５　　当番チームは、第４審判の役割を果たすものを準備し、交代などの業務を行う。
　15－６　　記　　録

（1） 試合の結果は当日の担当運営委員が責任をもってリーグ委員長、リーグ運営委員長、リーグ委員長、（一社）長崎県サッカー協会事務局及び報道関係に連絡すること。

（2） 運営委員長は全試合の記録を集計し県サッカー協会，１種委員会，運営委員会に報告すること。
（3） ゴールノートクラウドの試合記録を行うこと。

16　　懲罰
　16－１　　懲罰規定は、（公財）日本サッカー協会の懲罰規定にもとづいて行う。

　16－２　　連絡の不備、運営の不備等の運営担当チームの懲罰については、以下に定める。

　　　　　　（１）運営担当チームが試合日の１０日前までに連絡をしなかった場合は、勝ち点を－１とする。　

　　　　　　（２）運営担当チームが試合開始前までに準備ができず試合開始時刻が遅れた場合は、勝ち点を－１とする。
　　　　　　（３）上記の事項が繰り返し行われた場合は、下部リーグへの降格とする。

　　　　　　（４）（１）及び（２）の事項の確認者は、各部リーグ運営委員長が行い、リーグ運営委員長へ報告した時点で有効となる。

　　　　　　（５）その他の重大な事案が発生した場合は、規律委員会で審議し、懲罰を決定する。

２０１６．５　作成
２０１７．４　改正

２０１８．４　改正

２０１９．４　改正
